






















 
 

 

 

 

 

 

 

 

5.蓄電池（３系統目）切換盤の 

固有振動数計算モデルについて 
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1. 概要 

蓄電池（３系統目）切換盤は、第1図に示すように設備を１質点系としてモデル化

し、固有振動数を計算している。 

本資料では、この固有振動数計算モデルの妥当性を説明する。 

   固有振動数計算モデル  

                              

第1図 計算モデル 

 

2. モデル化の妥当性について 

蓄電池（３系統目）切換盤の質量の大部分は、盤を構成する鋼材が占めており(全

質量の93.3％)、この鋼材は盤全体にほぼ均等に配置していることから、耐震評価に

おいては、機器の質量が均等に付加されているものとして計算をしている。計算に際

し、機器質量を機器重心位置に付加しているが、これは、JEAG4601-1987のP482「質

点系モデルの場合の質点の位置は、系の細分割した各要素の重心とすることを基本と

し、物理的に集中質量がある場合（配管系のポンプ等）はその点とする。」の記載に

基づき、設定しているものである。 

本記載の考え方として、設備は大きさを持った構造であるが、簡単かつ安全側のた

めに、設備の大きさは考慮せず、重心位置に全質量があるとして評価することで、実

際に設備の大きさを考慮して断面２次モーメントを計算する場合に比べ、十分に保守

的な評価となるよう配慮しているものである。 

今回の蓄電池（３系統目）切換盤は、構造が単純であり、１質点系でモデル化して

いるため、要素が１つしかないこと、前述のとおり鋼材が盤全体にほぼ均等に配置さ

れていることから、盤の全質量を重心に付加するモデルとしている。 

なお、耐震評価に１質点系モデルを用いている例として、容器やポンプ等がある

が、蓄電池（３系統目）切換盤と同様に機器質量を機器重心位置に付加している。 




